
中
選
挙
区
制
か
ら
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
へ

─
─
第
八
次
選
挙
制
度
審
議
会
答
申
に
基
づ
く
選
挙
制
度
の
改
革
─
─

吉　

田　

弘　

正

一

私
は
、
地
方
自
治
法
施
行
五
十
周
年
記
念
の
自
治
論
文
集
に
「
地
方
分
権
推
進
法
の
制
定
に
至
る
ま
で
」
と
題
し
て
、
当
時
行
政

局
長
と
し
て
関
わ
っ
た
こ
の
法
律
の
立
案
、
制
定
の
過
程
に
つ
い
て
記
述
し
た
。

地
方
分
権
を
具
体
的
に
進
め
る
上
で
基
本
と
な
る
重
要
な
法
律
で
あ
り
、
地
方
分
権
の
推
進
に
つ
い
て
か
つ
て
な
い
ほ
ど
気
運
が

高
ま
っ
て
き
た
こ
と
を
背
景
に
、
関
係
者
が
努
力
を
傾
注
し
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
大
変
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
地
方
分
権
推
進
委
員
会
は
、
精
力
的
な
調
査
審
議
を
重
ね
、
地
方
分
権
を
進
め
る
上
で
の
基

本
的
か
つ
重
要
な
、
数
次
に
わ
た
る
勧
告
を
提
出
し
た
。
地
方
分
権
が
具
体
化
に
向
け
て
大
き
く
踏
み
出
す
こ
と
と
な
り
、
委
員
各

位
に
改
め
て
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

私
が
関
わ
っ
た
平
成
の
も
う
一
つ
の
改
革
が
第
八
次
選
挙
制
度
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
く
選
挙
制
度
及
び
政
治
資
金
制
度
の
改
革
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で
あ
る
。
私
は
平
成
二
年
四
月
か
ら
担
当
の
審
議
官
、
そ
し
て
同
年
七
月
か
ら
は
選
挙
部
長
と
し
て
、
こ
の
答
申
に
基
づ
き
関
係
法

律
案
の
作
成
に
関
わ
っ
た
。
海
部
内
閣
の
と
き
で
あ
っ
た
。
選
挙
制
度
や
政
治
資
金
制
度
の
根
幹
に
関
わ
る
大
き
な
改
革
で
あ
り
、

関
係
各
方
面
と
調
整
を
重
ね
、
取
り
ま
と
め
は
そ
れ
な
り
の
時
日
を
要
し
た
が
、
成
案
を
得
て
、
平
成
三
年
八
月
召
集
の
臨
時
国
会

に
こ
れ
ら
法
律
案
を
提
出
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
国
会
で
は
、
審
議
期
間
も
限
ら
れ
、
反
対
論
も
多
く
、
審
査
未
了
・
廃
案
と
な
っ

た
。
そ
の
後
細
川
内
閣
の
と
き
に
再
度
ほ
ぼ
同
様
な
法
律
案
が
平
成
五
年
召
集
の
国
会
に
提
出
さ
れ
、
紆
余
曲
折
の
経
過
を
経
て
翌

平
成
六
年
に
成
立
の
運
び
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
は
す
で
に
選
挙
部
長
の
職
を
離
れ
行
政
局
長
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
選
挙
部
長
と
し
て
直
接
関
わ
っ
た
頃
の
こ
と
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
全
容
に
つ
い
て
は
田
中
宗
孝
氏
の
優
れ
た
著
書
が
あ
る
（
当
時
、
選
挙
課
長
、
担
当
審
議
官
、
衆
議
院
特
別
委
員
会
第
二

調
査
室
長
。「
政
治
改
革
六
年
の
道
程
」（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
平
成
九
年
））。

二

昭
和
六
十
三
年
の
リ
ク
ル
ー
ト
問
題
に
端
を
発
し
て
、
国
民
の
間
に
政
治
に
対
す
る
不
信
が
高
ま
り
、「
政
治
改
革
」
の
必
要
性

が
政
府
与
党
は
も
と
よ
り
各
方
面
で
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
政
府
に
お
い
て
は
竹
下
総
理
が
内
閣
総
理
大
臣
の
私
的
諮
問
機

関
と
し
て
「
政
治
改
革
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
を
設
置
し
、
同
会
議
か
ら
「
提
言
」
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
自
民
党
に
は
「
政
治

改
革
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、「
政
治
改
革
大
綱
」
が
決
定
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
宇
野
内
閣
の
と
き
、
平
成
元
年
六
月
に
第
八
次
選
挙
制
度
審
議
会
が
発
足
し
た
。
選
挙
制
度
審
議
会
は
、
選
挙
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制
度
審
議
会
設
置
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
。
昭
和
三
十
六
年
か
ら
四
十
七
年
ま
で
七
次
に

わ
た
り
設
置
さ
れ
、
選
挙
制
度
や
政
治
資
金
制
度
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
答
申
・
報
告
を
提
出
し
て
き
た
。
第
七
次
の
審
議
会
の

委
員
の
任
期
が
満
了
し
た
昭
和
四
十
七
年
以
降
長
い
間
休
眠
状
態
で
あ
っ
た
が
、
十
七
年
ぶ
り
に
委
員
が
任
命
さ
れ
、
第
八
次
選
挙

制
度
審
議
会
が
発
足
し
た
。
委
員
は
学
識
経
験
者
二
十
七
名
、
任
期
は
二
年
で
、
会
長
に
は
小
林
與
三
次
氏
（
読
売
新
聞
社
社
長
、

日
本
新
聞
協
会
会
長
）、
副
会
長
に
は
佐
藤
功
氏
（
東
海
大
学
法
学
部
長
）
が
選
任
さ
れ
た
。
小
林
会
長
は
、
私
の
入
省
当
時
の
自

治
事
務
次
官
で
あ
り
、
選
挙
制
度
に
つ
い
て
の
造
詣
が
深
く
、
答
申
の
取
り
ま
と
め
に
多
大
な
尽
力
を
さ
れ
た
。
な
お
、
過
去
の
審

議
会
で
は
、
国
会
議
員
が
特
別
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、
第
八
次
審
議
会
は
、
学
識
経
験
者
の
委
員
の
み
で
構
成
さ
れ
た

こ
と
は
特
徴
的
な
こ
と
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

審
議
会
は
、「
選
挙
制
度
及
び
政
治
資
金
制
度
の
根
本
的
な
改
革
の
た
め
の
方
策
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
」
と
の
諮
問
を
受
け
、

審
議
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
審
議
会
に
は
、
二
つ
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
選
挙
制
度
の
基
本
的
あ
り
方
に
つ
い
て
は
第
一
委

員
会
（
委
員
長
は
堀
江
湛
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
長
）
で
、
政
治
資
金
制
度
の
あ
り
方
や
腐
敗
行
為
の
防
止
措
置
に
つ
い
て
は
第
二

委
員
会
（
委
員
長
は
河
野
義
克
（
財
）
東
京
市
政
調
査
会
理
事
長
、
元
参
議
院
事
務
総
長
）
で
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
が
重
ね
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
審
議
会
は
、
平
成
二
年
四
月
に
「
選
挙
制
度
及
び
政
治
資
金
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
の
答
申
」
を
、
同
年
七
月
に
「
参

議
院
議
員
の
選
挙
制
度
の
改
革
及
び
政
党
に
対
す
る
公
的
助
成
等
に
つ
い
て
の
答
申
」
を
そ
れ
ぞ
れ
海
部
総
理
に
提
出
し
た
。
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三

こ
の
二
つ
の
答
申
は
、
海
部
内
閣
当
時
の
法
律
案
及
び
細
川
内
閣
当
時
の
法
律
案
の
基
と
な
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
衆
議

院
議
員
の
選
挙
制
度
の
改
革
、
政
治
資
金
制
度
の
改
革
及
び
政
党
に
対
す
る
公
的
助
成
に
つ
い
て
そ
の
内
容
の
概
略
を
記
し
て
お
こ

う
。
な
お
、
答
申
の
内
容
は
、
参
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
の
改
革
や
選
挙
の
腐
敗
行
為
に
対
す
る
制
裁
の
強
化
等
も
含
ん
で
い
る
が
、

こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

㈠　

衆
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
の
改
革

〈
基
本
的
考
え
方
〉

衆
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
中
選
挙
区
制
の
下
で
生
じ
て
い
る
問
題
は
、
制
度
の
運
用
の
み
で
は
も
は
や
改

善
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
政
策
本
位
、
政
党
本
位
の
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
現
行
選
挙
制
度
を
根
本
的
に
改
革
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
れ
に
代
わ
る
選
挙
制
度
と
し
て
、
小
選
挙
区
制
、
比
例
代
表
制
及
び
小
選
挙
区
制
と
比
例
代
表
制
を
組
み
合
わ
せ
る
方

式
に
つ
い
て
検
討
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
を
と
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

〈
選
挙
制
度
の
仕
組
み
〉

○
定
数

総
定
数
は
、
五
百
人
程
度
と
し
、
総
定
数
の
六
割
を
小
選
挙
区
定
数
、
四
割
を
比
例
代
表
定
数
と
す
る
。
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○
選
挙
区

（
小
選
挙
区
選
挙
）

・
各
選
挙
区
間
の
人
口
の
格
差
は
一
対
二
未
満
を
基
本
原
則
と
す
る
。

・
選
挙
区
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
定
数
を
人
口
比
例
に
よ
り
都
道
府
県
に
割
り
振
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
割
り
振
ら
れ
た

数
が
一
で
あ
る
都
道
府
県
に
つ
い
て
そ
の
数
を
二
と
す
る
こ
と
に
よ
り
都
道
府
県
間
の
議
員
一
人
当
た
り
人
口
の
最
大
格
差
が
縮
小

す
る
と
き
は
そ
の
数
は
二
と
す
る
。

・
区
割
り
の
具
体
的
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

各
選
挙
区
の
人
口
の
均
衡
を
図
る
こ
と
、
市
区
町
村
の
区
域
は
分
割
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
す
る
こ
と
、
郡
の
区
域
は
で
き
る
だ

け
分
割
し
な
い
こ
と
、
選
挙
区
は
で
き
る
だ
け
飛
地
に
し
な
い
こ
と
、
地
勢
、
交
通
、
歴
史
的
沿
革
そ
の
他
の
自
然
的
社
会
的
条
件

を
総
合
的
に
考
慮
す
る
こ
と
。

・
区
割
り
の
具
体
案
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
検
討
を
進
め
、
成
案
を
得
る
も
の
と
す
る
。

（
比
例
代
表
選
挙
）

・
選
挙
区
は
、
全
国
を
十
一
に
分
け
た
広
域
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
区
域
と
す
る
。

・
各
選
挙
区
の
定
数
は
、
人
口
比
例
に
よ
り
定
め
る
。

○
候
補
者

（
小
選
挙
区
選
挙
）

立
候
補
は
、
政
党
の
届
出
に
よ
り
行
う
。
た
だ
し
、
本
人
届
出
又
は
推
薦
届
出
に
よ
る
立
候
補
も
認
め
る
も
の
と
す
る
。
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（
比
例
代
表
選
挙
）

・
候
補
者
は
政
党
が
候
補
者
名
簿
に
記
載
し
た
者
と
し
、
候
補
者
名
簿
を
提
出
で
き
る
政
党
は
一
定
の
要
件
を
満
た
す
政
党
と
す

る
。

・
小
選
挙
区
選
挙
の
候
補
者
を
同
時
に
比
例
代
表
選
挙
の
候
補
者
と
し
て
名
簿
に
記
載
で
き
る
も
の
と
す
る
。

・
候
補
者
名
簿
に
は
、
当
選
人
に
な
る
べ
き
順
位
を
付
す
る
も
の
と
す
る
が
、
二
人
以
上
の
小
選
挙
区
候
補
者
に
つ
い
て
同
一
の
順

位
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

○
投
票
の
方
式

投
票
は
、
小
選
挙
区
選
挙
に
つ
い
て
は
候
補
者
名
を
、
比
例
代
表
選
挙
に
つ
い
て
は
政
党
名
を
記
載
し
て
行
う
。

○
当
選
人
の
決
定

（
小
選
挙
区
選
挙
）

当
選
人
は
、
比
較
多
数
の
投
票
を
得
た
者
と
す
る
。

（
比
例
代
表
選
挙
）

・
各
政
党
の
当
選
人
数
は
、
選
挙
区
ご
と
の
各
政
党
の
得
票
数
を
基
礎
と
し
て
、
ド
ン
ト
式
に
よ
り
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

・
当
選
人
は
、
候
補
者
名
簿
に
付
さ
れ
た
順
位
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
と
し
、
同
一
順
位
を
付
さ
れ
た
候
補
者
相
互
間
の
順
位
は
、

小
選
挙
区
選
挙
の
得
票
率
の
順
位
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

㈡　

政
治
資
金
制
度
の
改
革

730



〈
基
本
的
考
え
方
〉

政
治
資
金
は
、
政
治
活
動
に
充
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
選
挙
制
度
と
密
接
な
関
連
を
有
し
て
お
り
、
選
挙
制
度
の
抜
本
改

革
が
行
わ
れ
る
こ
の
機
会
に
、
そ
の
改
革
と
歩
調
を
あ
わ
せ
て
、
政
治
資
金
制
度
の
改
革
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

改
革
に
当
た
っ
て
は
、
政
治
資
金
の
調
達
は
政
党
中
心
に
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
政
治
資
金
の
透
明
性
を
高
め
、
政
治
資
金
に

つ
い
て
の
規
制
の
実
効
性
を
確
保
す
る
な
ど
所
要
の
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。

〈
政
治
資
金
の
調
達
及
び
拠
出
〉

○
団
体
の
寄
附

選
挙
制
度
の
改
革
及
び
公
的
助
成
制
度
の
導
入
と
あ
い
ま
っ
て
、
団
体
の
寄
附
は
、
政
党
に
対
す
る
も
の
に
限
る
こ
と
が
適
当
で

あ
る
。
た
だ
し
、
選
挙
制
度
の
改
革
後
の
政
治
活
動
の
中
心
が
政
党
に
移
行
す
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
政
党
以
外
の
者
に
対
す

る
寄
附
の
取
扱
い
に
つ
い
て
適
切
な
経
過
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

○
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
規
制

政
治
団
体
が
開
催
し
て
そ
の
収
支
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
す
る
ほ
か
、
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
購
入
限
度
額
の
設
定
、
大
口
購
入
者

の
公
開
等
所
要
の
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。

㈢　

政
党
に
対
す
る
公
的
助
成

〈
基
本
的
考
え
方
〉

政
治
活
動
は
公
的
性
格
を
有
し
て
お
り
、
政
治
活
動
の
公
正
と
政
党
間
の
機
会
均
等
を
図
る
と
と
も
に
、
政
治
活
動
に
必
要
な
財
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政
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
政
治
活
動
に
対
し
て
公
的
負
担
を
す
る
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
。
選
挙

制
度
の
改
革
に
よ
り
選
挙
や
政
治
活
動
が
政
党
中
心
に
行
わ
れ
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
し
て
、
政
党
へ
の
公
的
助
成
を
す
る
こ
と
が
適

当
で
あ
り
、
本
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
く
選
挙
制
度
の
改
革
、
政
治
資
金
制
度
の
改
革
、
選
挙
の
腐
敗
行
為
に
対
す
る
制
裁
の
強
化

な
ど
の
制
度
改
革
と
一
体
と
し
て
実
施
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

〈
公
的
助
成
の
対
象
と
な
る
政
党
の
要
件
〉

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

①　

所
属
国
会
議
員
を
五
人
以
上
有
す
る
も
の

②　

�

所
属
国
会
議
員
を
有
し
、
か
つ
、
直
近
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
又
は
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
い
ず
れ
か
の
選
挙
に

お
け
る
得
票
率
が
全
国
を
通
じ
て
一
％
以
上
の
も
の

〈
公
的
助
成
の
総
額
〉

政
党
の
政
治
活
動
に
必
要
な
財
政
基
盤
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
公
の
資
金
の
提
供
に
よ
り
政
治
資
金
の
調
達
を
め
ぐ
る
様
々
な

問
題
を
解
決
し
う
る
程
度
の
十
分
な
額
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

〈
公
的
助
成
の
配
分
基
準
〉

政
党
へ
の
公
的
助
成
の
配
分
は
、
政
党
の
所
属
国
会
議
員
数
お
よ
び
国
政
選
挙
に
お
け
る
得
票
率
に
よ
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

二
分
の
一
ず
つ
の
割
合
と
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

〈
使
途
の
公
表
等
〉

・
政
党
に
対
す
る
公
的
助
成
の
使
途
は
、
制
限
し
な
い
も
の
と
す
る
。
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・
政
党
は
、
公
的
助
成
の
使
途
を
明
ら
か
に
し
た
収
支
報
告
を
行
う
も
の
と
し
、
報
告
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
公
表
す
る
。

・
公
認
会
計
士
等
の
監
査
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
政
党
に
お
け
る
監
査
制
度
の
整
備
を
図
る
も
の
と
す
る
。

四

こ
れ
ら
の
答
申
を
受
け
て
立
法
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
選
挙
制
度
や
政
治
資
金
制
度
に
関
す
る
改
正
は
、
政
党
の
消
長
や

個
人
個
人
の
議
員
、
候
補
者
へ
影
響
す
る
こ
と
が
大
き
く
、
議
員
立
法
に
よ
り
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。
し
か
し
、
今
回
は
内
閣

総
理
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る
選
挙
制
度
審
議
会
の
答
申
を
受
け
て
の
立
法
化
で
あ
り
、
内
閣
提
出
法
案
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
事
柄
は
、
選
挙
制
度
及
び
政
治
資
金
制
度
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で
、
政
治
と
の
関
わ
り
が
極
め
て
強
く
、
与
党
と
の

調
整
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
自
民
党
に
お
い
て
は
政
治
改
革
本
部
（
伊
東
正
義
本
部
長
）
を
中
心
に
論
議

が
重
ね
ら
れ
、「
政
治
改
革
基
本
要
綱
」、
さ
ら
に
「
政
治
改
革
関
連
法
案
要
綱
骨
子
」
が
党
議
決
定
さ
れ
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
政
府
と
し
て
「
選
挙
制
度
及
び
政
治
資
金
制
度
の
改
革
の
方
針
」
を
取
り
ま
と
め
た
。
こ
の
方
針
で
は
、
衆

議
院
議
員
の
総
定
数
を
四
百
七
十
一
人
、
小
選
挙
区
定
数
を
三
百
人
、
比
例
代
表
定
数
を
百
七
十
一
人
と
す
る
こ
と
、
小
選
挙
区
制

定
数
の
各
都
道
府
県
へ
の
配
分
を
各
一
人
均
等
配
分
し
、
残
余
を
人
口
比
例
配
分
す
る
こ
と
、
比
例
代
表
選
挙
の
区
域
を
全
国
と
す

る
こ
と
等
が
答
申
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

小
選
挙
区
の
区
割
り
も
法
律
案
に
盛
り
込
む
こ
と
と
し
、
政
府
は
、
こ
の
改
革
方
針
を
選
挙
制
度
審
議
会
に
示
し
、
こ
の
方
針
に

よ
る
定
数
配
分
に
沿
っ
た
選
挙
区
割
り
の
具
体
案
を
答
申
さ
れ
た
い
旨
、
諮
問
し
た
。
審
議
会
で
は
先
の
答
申
と
異
な
る
こ
と
に
議

中選挙区制から小選挙区比例代表並立制へ
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論
は
あ
っ
た
が
、
基
本
的
に
は
審
議
会
答
申
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
選
挙
制
度
改
革
が
今
日
ほ
ど
要
請
さ
れ
て
い
る

時
期
は
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
諮
問
に
応
じ
て
選
挙
区
の
区
割
り
の
案
を
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

審
議
会
で
は
、
第
一
委
員
会
の
下
に
委
員
五
人
か
ら
な
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
、
区
割
り
の
原
案
の
作
成
に
当
た

る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
四
月
の
答
申
以
後
、
審
議
会
か
ら
の
指
示
を
受
け
て
事
務
局
を
務
め
る
選
挙
部
で
は
都
道
府
県
の
現
地

視
察
等
事
務
的
な
作
業
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
審
議
会
に
お
い
て
も
鋭
意
、
慎
重
に
審
議
を
重
ね
、
平
成
三
年
六
月
、「
衆

議
院
議
員
の
選
挙
区
の
区
割
り
に
つ
い
て
の
答
申
」
を
決
定
し
、
海
部
総
理
に
提
出
し
た
。

五

答
申
が
す
べ
て
出
そ
ろ
い
、
政
府
と
し
て
「
公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」、「
政
治
資
金
規
正
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」
及
び
「
政
党
助
成
法
案
」
の
三
法
案
を
と
り
ま
と
め
た
。
政
治
改
革
関
連
三
法
案
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。

法
律
案
の
内
容
は
、
前
述
の
「
選
挙
制
度
及
び
政
治
資
金
制
度
の
改
革
の
方
針
」
に
あ
る
よ
う
に
答
申
と
若
干
異
な
る
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
基
本
は
答
申
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
公
職
選
挙
法
改
正
案
）

政
策
本
位
及
び
政
党
本
位
の
選
挙
を
実
現
す
る
た
め
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
に
つ
い
て
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
を
採

用
し
、
総
定
数
は
四
百
七
十
一
人
、
そ
の
う
ち
三
百
人
を
小
選
挙
区
選
出
議
員
、
百
七
十
一
人
を
比
例
代
表
選
出
議
員
と
す
る
。
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比
例
代
表
選
出
議
員
は
、
全
都
道
府
県
の
区
域
を
通
じ
て
選
挙
す
る
。

小
選
挙
区
の
区
域
は
、
選
挙
制
度
審
議
会
の
「
衆
議
院
議
員
の
選
挙
区
の
区
割
り
に
つ
い
て
の
答
申
」
に
基
づ
き
別
表
で
定
め
る
。

そ
の
他
、
候
補
者
を
届
け
出
る
こ
と
が
で
き
る
政
党
の
要
件
、
政
党
が
行
う
選
挙
運
動
等
に
関
す
る
規
定
の
整
備
、
連
座
制
の
強

化
な
ど
を
行
う
。

（
政
治
資
金
規
正
法
改
正
案
）

政
治
資
金
の
公
明
と
公
正
を
確
保
す
る
た
め
、
政
治
資
金
の
調
達
を
政
党
中
心
と
す
る
こ
と
と
し
、
企
業
等
の
団
体
の
寄
附
は
原

則
と
し
て
政
党
に
対
す
る
も
の
に
限
る
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
経
過
措
置
と
し
て
、
一
定
の
限
度
内
で
政
党
以
外
の
者
に
対
し
て

も
で
き
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
公
開
性
を
高
め
政
治
資
金
の
規
制
の
実
効
性
を
確
保
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
る
。

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
は
政
治
団
体
に
よ
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
そ
の
収
支
の
明
確
化
を
図
る
。

（
政
党
助
成
法
案
）

議
会
制
民
主
主
義
に
お
け
る
政
党
の
機
能
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
国
が
政
党
に
対
す
る
助
成
を
行
う
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
と

し
、
助
成
の
対
象
と
な
る
政
党
、
助
成
の
総
額
、
各
政
党
に
交
付
す
べ
き
額
等
に
つ
い
て
定
め
る
。

政
党
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
使
途
は
制
限
し
な
い
こ
と
と
し
、
そ
の
使
途
を
記
載
し
た
報
告
書
を
公
表
す
る
こ
と
と
す
る
。

六

こ
の
三
法
案
に
つ
い
て
国
会
提
出
に
向
け
て
の
与
党
内
手
続
が
進
め
ら
れ
た
。
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
与
党
内
手
続
を
済

中選挙区制から小選挙区比例代表並立制へ
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ま
せ
て
、
政
府
は
閣
議
決
定
を
し
、
八
月
に
召
集
さ
れ
た
臨
時
国
会
に
法
律
案
を
提
出
し
た
。

海
部
総
理
は
、
国
会
冒
頭
の
所
信
表
明
演
説
で
、
政
治
改
革
の
重
要
性
を
強
調
し
多
く
の
時
間
を
割
い
た
。
そ
し
て
、
政
策
自
体

を
争
点
に
す
る
政
党
本
位
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
制
度
と
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
を
提
案
し

た
こ
と
、
小
選
挙
区
制
に
比
例
代
表
制
を
並
立
さ
せ
る
こ
と
で
、
少
数
意
見
の
国
政
へ
の
反
映
に
も
配
慮
し
、
よ
り
細
か
く
民
意
を

吸
い
上
げ
る
こ
と
と
し
た
こ
と
、
選
挙
区
の
区
割
り
に
つ
い
て
は
、
厳
正
中
立
な
第
三
者
機
関
で
あ
る
選
挙
制
度
審
議
会
で
策
定
し

た
も
の
を
そ
の
ま
ま
提
案
し
て
い
る
こ
と
、
衆
議
院
の
議
員
定
数
を
五
百
十
二
人
か
ら
四
百
七
十
一
人
に
大
幅
に
削
減
し
た
こ
と
、

政
治
資
金
は
政
党
中
心
に
調
達
す
る
と
い
う
流
れ
を
つ
く
る
と
と
も
に
政
治
資
金
の
公
開
性
を
高
め
、
規
制
の
実
効
性
を
確
保
す
る

こ
と
と
し
た
こ
と
、
併
せ
て
政
党
に
対
す
る
公
費
負
担
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
な
ど
法
案
の
内
容
に
も
具
体
的
に
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
臨
時
国
会
で
は
、
証
券
業
界
の
不
祥
事
問
題
に
関
す
る
審
議
等
も
あ
り
、
政
治
改
革
関
連
法
案
の
審
議
に
入
っ
た
の
は
開
会

後
一
月
以
上
経
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

先
ず
、
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
、
吹
田
自
治
大
臣
か
ら
三
法
案
の
趣
旨
及
び
内
容
の
概
略
説
明
が
あ
り
、
続
い
て
こ
れ
に
対
す

る
与
野
党
議
員
か
ら
の
総
理
大
臣
及
び
自
治
大
臣
へ
の
質
疑
が
、
異
例
と
も
い
え
る
三
日
間
連
続
し
て
行
わ
れ
た
。
質
問
者
は
十
八

人
に
及
び
、
選
挙
制
度
の
改
革
が
焦
点
で
、
与
党
か
ら
は
羽
田
自
民
党
選
挙
制
度
調
査
会
長
が
推
進
の
立
場
で
質
問
に
立
っ
た
が
、

野
党
か
ら
は
い
ず
れ
も
反
対
の
立
場
で
質
問
が
な
さ
れ
た
。
総
理
か
ら
全
て
の
質
問
者
に
答
弁
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
法
案
は
衆
議
院
政
治
改
革
特
別
委
員
会
（
小
此
木
彦
三
郎
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
こ
の
国
会
で

こ
の
法
案
を
審
議
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
委
員
五
十
人
の
委
員
会
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
で
は
吹
田
自
治
大
臣
の
提
案
理
由
説
明
の

後
、
海
部
総
理
も
出
席
し
て
与
野
党
か
ら
質
疑
が
行
わ
れ
た
が
、
野
党
は
反
対
、
与
党
の
質
問
者
の
中
か
ら
も
反
対
・
慎
重
の
意
見
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が
述
べ
ら
れ
る
な
ど
し
た
。
な
お
、
こ
の
審
議
の
中
で
堀
江
選
挙
制
度
審
議
会
第
一
委
員
長
か
ら
区
割
り
の
基
本
的
考
え
方
、
政
府

委
員
（
自
治
省
の
選
挙
担
当
審
議
官
）
か
ら
三
百
の
小
選
挙
区
の
区
割
り
の
具
体
案
に
つ
い
て
の
説
明
も
二
日
間
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
小
此
木
委
員
長
は
、
こ
れ
ら
の
法
案
に
つ
い
て
審
査
未
了
・
廃
案
の
取
り
扱
い
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

海
部
総
理
が
不
退
転
の
決
意
で
取
り
組
ん
だ
政
治
改
革
の
実
現
は
な
ら
な
か
っ
た
。
衆
議
院
の
解
散
と
い
う
動
き
も
あ
っ
た
が
そ

れ
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
選
挙
部
と
し
て
も
体
制
を
強
化
し
て
当
た
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
廃
案
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
大
変
残

念
な
思
い
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
法
律
案
の
内
容
は
、
政
治
と
の
関
わ
り
合
い
が
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
り
、
成
立
の
成
否
は
そ
の
と

き
の
政
治
の
状
況
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
こ
れ
に
よ
り
、
小
選
挙
区
制
の
導
入

は
し
ば
ら
く
遠
の
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
展
開
で
細
川
内
閣
が
誕
生
し
、
ほ
ぼ
同
様
の
選
挙
制
度
及

び
政
治
資
金
制
度
の
改
革
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

七

平
成
三
年
十
一
月
、
海
部
内
閣
の
後
を
受
け
て
宮
澤
内
閣
が
誕
生
し
、
引
き
続
き
政
治
改
革
の
推
進
に
取
り
組
ん
だ
。
各
党
間
の

協
議
の
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
た
政
治
改
革
協
議
会
及
び
実
務
者
会
議
に
お
け
る
協
議
に
基
づ
き
平
成
四
年
十
二
月
、
緊
急
政
治
改

革
と
し
て
、
公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
及
び
政
治
資
金
規
正
法
の
一
部
改
正
が
議
員
立
法
に
よ
り
実
現
し
た
。

そ
の
後
、
抜
本
的
改
革
に
関
し
て
は
、
自
民
党
は
、
単
純
小
選
挙
区
制
を
導
入
す
る
改
正
案
を
、
社
会
党
及
び
公
明
党
は
共
同
し

て
、
小
選
挙
区
併
用
型
比
例
代
表
制
を
導
入
す
る
改
正
案
を
、
そ
れ
ぞ
れ
国
会
に
提
出
し
、
本
会
議
及
び
政
治
改
革
特
別
委
員
会
で
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審
議
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
国
会
終
盤
に
野
党
か
ら
政
治
改
革
を
め
ぐ
っ
て
宮
澤
内
閣
不
信
任
決
議
案
が
提
出
さ
れ
、
自
民
党
か

ら
も
賛
成
、
欠
席
の
議
員
が
出
て
可
決
さ
れ
た
。
そ
し
て
衆
議
院
は
解
散
さ
れ
た
。

八

総
選
挙
の
結
果
、
自
民
党
は
第
一
党
に
は
な
っ
た
も
の
の
過
半
数
に
達
せ
ず
、
非
自
民
の
八
党
派
の
連
立
政
権
に
よ
る
細
川
内
閣

が
誕
生
し
た
。
細
川
内
閣
で
は
、
佐
藤
自
治
大
臣
、
山
花
政
治
改
革
担
当
大
臣
が
任
命
さ
れ
、
政
治
改
革
を
最
優
先
課
題
と
し
て
政

治
改
革
関
連
四
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
。
海
部
内
閣
当
時
と
基
本
的
に
同
一
の
内
容
で
あ
る
が
、
主
な
相
違
点
は
、
小
選
挙
区
比

例
代
表
制
に
つ
い
て
、
総
定
数
を
五
百
人
、
小
選
挙
区
定
数
を
二
百
五
十
人
、
比
例
代
表
定
数
を
二
百
五
十
人
と
し
た
こ
と
、
小
選

挙
区
の
区
割
り
に
つ
い
て
は
切
り
離
し
て
衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
を
設
置
し
て
そ
の
勧
告
に
基
づ
い
て
法
案
を
策
定
す
る

こ
と
等
で
あ
り
、
同
審
議
会
の
設
置
法
案
を
含
め
四
法
案
と
な
っ
た
。

自
民
党
で
も
政
治
改
革
関
連
五
法
案
を
提
出
し
た
。
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
を
採
る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
が
、
総
定
数
を
四

百
七
十
一
人
、
小
選
挙
区
定
数
を
三
百
人
、
比
例
代
表
定
数
を
百
七
十
一
人
、
比
例
代
表
選
挙
の
単
位
は
都
道
府
県
、
一
票
制
と
す

る
こ
と
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
内
閣
提
出
及
び
自
民
党
提
出
の
法
律
案
は
、
衆
議
院
本
会
議
で
の
趣
旨
説
明
、
質
疑
を
経
て
、
政
治
改
革
特
別
委
員
会
で
、

長
時
間
審
議
さ
れ
、
連
立
与
党
と
自
民
党
と
の
修
正
協
議
も
実
ら
ず
、
与
党
提
出
の
修
正
案
を
可
決
、
内
閣
提
出
法
案
を
修
正
議
決

し
、
参
議
院
に
送
付
さ
れ
た
。
参
議
院
で
は
特
別
委
員
会
で
可
決
さ
れ
た
が
本
会
議
で
否
決
さ
れ
た
。
そ
の
後
両
院
協
議
会
で
の
協
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議
も
難
航
し
、
土
井
衆
議
院
議
長
の
斡
旋
を
経
て
最
後
は
細
川
総
理
と
河
野
自
民
党
総
裁
と
の
会
談
で
、
総
定
数
五
百
人
、
小
選
挙

区
定
数
三
百
人
、
比
例
代
表
定
数
二
百
人
と
す
る
こ
と
、
比
例
代
表
選
挙
の
単
位
は
ブ
ロ
ッ
ク
と
す
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
た
。

臨
時
国
会
の
会
期
末
ぎ
り
ぎ
り
で
あ
っ
た
の
で
最
終
的
な
関
係
法
案
が
成
立
し
た
の
は
、
通
常
国
会
に
入
っ
て
三
月
の
こ
と
で
あ
っ

た
。こ

の
制
度
の
下
で
初
め
て
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
が
執
行
さ
れ
た
の
は
平
成
八
年
十
月
で
あ
り
、
平
成
二
十
九
年
十
月
の
総
選
挙

ま
で
八
回
行
わ
れ
て
い
る
。

私
の
自
治
省
勤
務
の
う
ち
で
も
選
挙
部
長
と
し
て
こ
の
改
革
に
当
た
っ
た
頃
は
多
忙
を
極
め
た
と
き
で
あ
っ
た
が
、
選
挙
制
度
審

議
会
の
事
務
局
と
し
て
作
業
を
進
め
た
こ
と
、
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
省
内
の
意
思
疎
通
を
図
り
、
官
邸
や
与
党
と
の
連
絡
・
調
整

に
努
め
た
こ
と
、
国
会
で
の
法
案
審
議
に
当
た
っ
た
こ
と
な
ど
、
強
く
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

大
正
十
四
年
以
来
、
戦
後
一
度
だ
け
大
選
挙
区
制
限
連
記
制
が
採
ら
れ
た
の
を
例
外
と
し
て
、
長
年
続
い
て
き
た
中
選
挙
区
制
が

変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
を
振
り
返
る
と
、
こ
の
政
治
改
革
と
相
前
後
し
て
、
地
方
分
権
改
革
や
消
費
税
・
地
方
消
費
税
導

入
の
税
制
改
革
な
ど
、
戦
後
長
期
間
続
い
て
き
た
制
度
の
見
直
し
が
進
ん
だ
時
期
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
顧
問
）
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